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　当科では術前画像診断でリンパ節転移陰性とした
ものの中に術後病理診断で転移陽性であったものが
約16％に認められる。今回当科での術前腋窩リンパ節
評価における画像診断基準の再評価を行なったので
報告する。
　対象：2006年1月から2007年5月までに当科でセ
ンチネルリンパ節生検施行した術前画像検査および
術後病理診断が確定しているNO乳癌187症例中、転
移陽性であった30例。
　方法：術前のリンパ節に対する画像診断には磁気
共鳴画像診断法（以下MRI）および超音波検査（以
下US）を使用した。　MRIはシーメンスAvantoを、
USはシーメンスElegra（探触子7．5L40、送信周波数
4．5MHz、受診周波数9MHz）を使用した。術後病理診
断でリンパ節転移陽性であった30例を再読影し新た
なリンパ節転移陽性の基準を設定した。
　結果：1；再検討後、画像上リンパ節転移陽性と判
断されたリンパ節の最大径は4mm以上であった。2；
微小転移（ITC含む）の検出は困難iであった。3；リン
パ節が5mm以下のものは画像上の判断に限界が
あった。4；MRIは新たな診断基準によって精度の向
上が予測された。
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【背景および目的】癌細胞では癌化に先じてゲノム
の不安定化が生じることが知られている。塩基レベル
あるいは染色体レベルでのゲノム複製の確実性が失
われることにより、変異が蓄積し癌化に至る。マイク
ロアレイ法は、癌における染色体レベルのコピー数の
異常を検出する技術として活用され、BAC（大腸菌人
工染色体）クローンを配列したBACマイクロアレイ
を用いたアレイCGHやDNAチップを用いてかなり
正確な遺伝子の解析が可能となりつつある。この研究
で、肺腺癌の腫瘍抑制遺伝子や塩基配列法によって肺
腺癌の発生や進展との関連が解明されてきた。喫煙者
の肺癌リスクは、扁平上皮癌および小細胞癌では5か
ら20倍、腺癌でも2から5倍といわれている。日本で
は腺癌の割合が多いため、肺癌全体では、発癌リスク
が男性で4から5倍、女性で3倍となる。腺癌が増加
傾向にあり、扁平上皮癌が減少している。腺癌の増加
には、フィルター付きたばこや低タール低ニコチンた
ばこの発売による喫煙習慣の変化が関係していると
言われている。近年は、喫煙が関与していないと考え
られる肺癌が増加傾向にあることが日本のみでなく
欧米でも言われている。その原因としては新しい発癌
過程が関与しているのではないかと考えられる。喫煙
者と非喫煙者の女性肺腺癌の遺伝子変化をマイクロ
アレイにより解析し増幅およびび欠失領域の判定し、
発癌関連遺伝子について配列変異の有無を検討した。
【対象と方法】対象は当科で手術を施行した肺癌患
者26例を対象とした。女性21例、喫煙歴のある女性
は9例で12例は喫煙者のない症例であった。摘出し
た組織よりDNAを抽出し、　BACアレイを用いて解
析した。
【結果およびび考察】　喫煙者の肺腺癌にみられる欠
失は、染色体7、9、llおよびび18に存在し、特に18
にいくつかの変化が認められた。増幅は、染色体3、5、
15、18およびび20に認められた。文献的な考察を加え
て発表したい。
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